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PRESS RELEASE 

2022 年 4 月 25 日 

アッヴィ、アトピー性皮膚炎に関する疾患情報の提供を目的としたインスタグラム 

公式アカウントを開設 

 アトピー性皮膚炎に関する最新かつ適切な知識をより親しみやすく提供することを目的

とし、情報を定期的に配信 

 患者さんが抱えている悩みや思いを医師と共有し、適切な治療を選択する「あたらしい

会話」を行うための情報を新たなチャネルで発信 

 アトピー性皮膚炎治療に対する患者さんの気持ちが前向きに変化し、「自分らしい毎日」

を送れる一助となるようなコンテンツを提供 

 

アッヴィ合同会社（本社：東京都港区、社長： ジェームス・フェリシアーノ、以下「アッヴィ」）は、アトピー

性皮膚炎に関する疾患情報の提供を目的としたインスタグラム公式アカウント「アトピー性皮膚炎に

『あたらしい会話 自分らしい毎日』」を、開設したことをお知らせします。 

 

アトピー性皮膚炎は一般的によく知られている一方で、疾患や治療に関するさまざまな情報があふれ

ています。そうした状況を踏まえ、本アカウントでは、疾患や治療法に関する最新かつ適切な情報に加

え、花粉症や夏の紫外線など季節の変化にあわせた工夫や対応方法などの情報提供を行います。ま

た、専門医が答える Q&A など症状の悩みや困難を抱えるアトピー性皮膚炎患者さんに寄り添い、日

常生活を快適に過ごしやすくするためのコンテンツを配信します。 

 

アトピー性皮膚炎は皮膚症状に加えて症状の強さに応じ、「夜眠れない」、「かゆみによって仕事や勉

強に集中できない」など日常生活や精神面に様々な影響を及ぼすため、患者さんにとって大きな負担



 
 

2 
 

となることがあります 1,2,3。本アカウントでは、症状軽減につながるポイントやスキンケアなど日常生活

における工夫、この 5 年で治療選択肢が拡大しているアトピー性皮膚炎最新治療情報など、様々な情

報を配信します。また、患者さんが、「かゆみに悩まされることなく、ぐっすり眠りたい」、「肌を気にせず、

半袖の服を着たい」などご自身の目指す状態に加え悩みや思いを医師と共有し、適切な治療を選択す

る「あたらしい会話」を円滑に行うための情報も、今後提供を行う予定です。 

 

アッヴィはコンテンツ配信など疾患啓発活動を通じて、患者さんが悩みや思いを医師と共有し適切な治

療を選択する「あたらしい会話」が、患者さんが抱える困難の解決につながる一助となり、患者さんの

アトピー性皮膚炎治療に対する気持ちが前向きに変化して自分らしい生活を送れるよう、貢献してまい

ります。 

 

 

＜概要＞ 

アカウント名：atopykaiwa  
 
URL: https://www.instagram.com/atopykaiwa/  
 
主なコンテンツ： 

 疾患や治療法に関するコンテンツの定期配信 

 アトピー性皮膚炎の患者さんが抱える季節ごとの症状への工夫や対応方法 

 専門医が答える Q&A 

 
以下の二次元コードを読み取り、アクセスしてください。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

https://www.instagram.com/atopykaiwa/
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投稿イメージ： 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
アトピー性皮膚炎について 

アトピー性皮膚炎は、慢性で再発を繰り返す炎症性疾患です。かゆみの症状と掻破行動を繰り返すこ

とにより、皮膚がひび割れ、鱗状となり、滲出液が出るのが特徴です 4,5。多様な症状が、患者さんに身

アトピー性皮膚炎の治療。 

皆さんは診察室で、日頃どんな会話をしていますか？ 

 

アトピーのあたらしい会話.com とこの Instagram アカウントでは、 

アトピー性皮膚炎に悩む患者さんやご家族に向けた病気についての

役立つ情報発信に加え、医師との診察室でのあたらしい会話に 

よって、患者さんが望む治療が受けられることを目指します。 

 

かいてる子供を怒ってしまう・・・。 

怒らないで、かくのをやめさせる方法があるといいな・・・ 

かゆくなくてもつい、かいている“かき癖”になっているかもしれません。 

そんな時は、別の習慣に置き換えてみるのはどうでしょうか？ 

一緒に、踊ってみる♪かいていた手は、ダンスで大忙し 

怒っていた顔は、ダンスでニコニコ 

そろそろ、花粉症が気になる季節 

今年は、早めに花粉症の治療に取り組みましょう！ 

実は、花粉症の放置はアトピー性皮膚炎の状態にも影響を及ぼします。 

目の周りのかゆみから、白内障へとつながるリスクも！ 
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体的、心理的および経済的な負担を与えます 4,6。厚生労働省「患者調査」7 によると、国内のアトピー

性皮膚炎患者数は 2017 年時点で約 51 万人と報告されており、2008 年の約 35 万人と比較し、この

9 年の間に患者数が約 16 万人も増加しています。また、アトピー性皮膚炎の成人患者さんのうち、20

～46%が中等症から重症といわれています 8。 

 
 

アッヴィについて 

アッヴィのミッションは現在の深刻な健康課題を解決する革新的な医薬品の創製と提供、そして未来に

向けて医療上の困難な課題に挑むことです。患者さん一人ひとりの人生を豊かなものにするため次の

主要領域に取り組んでいます。免疫疾患、がん、神経疾患、アイケア、ウイルス、ウイメンズヘルス、消

化器疾患、さらにアラガンエステティクスポートフォリオの製品・サービスです。アッヴィの詳細について

は、www.abbvie.com をご覧ください。Twitter アカウント@abbvie、Facebook、Instagram、YouTube

や LinkedIn でも情報を公開しています。 

 

日本においては、1,400 人を超える社員が、医療用医薬品の開発、輸入、製造販売に従事していま

す。自己免疫疾患、肝疾患、神経疾患、がんの各領域を中心に、患者さんの人生を豊かにしたいと願

い、日々の業務に取り組んでいます。詳しくは、www.abbvie.co.jp をご覧ください。 
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